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バス利用データの可視化について

参考１



１ 市バスのビッグデータ
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➢平成28年以降のデータを保有

➢国報告用の統計資料や、利用状況確認等に一部を活用

乗降データ（OD）

• 1件ごとの利用者に着目

• 年間約3000万件の乗降データ

トラフィックデータ（トラ）

• 1便ごとの車両に着目

• 年間約100万便の運行データ



２ 車両の運行に着目 ～トラフィックデータ～
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営業所
コード

車両
コード

系統
コード

始発日時
乗車人数
計

最大
車内人数

停留所①
到着時刻

停留所①
発車時刻

停留所①
乗車人数

停留所①
降車人数

▼データのかたち

どの路線か 何人利用
したか

停留所の発着時刻、
乗降人数

最大何人が
車内にいたか

※トラ、OD（後述）いずれも、集計を容易にするためコード形式で記載

・・・

何時の
便か

トラフィックデータ（トラ）

• バス停を通過した時分、車内の人数等を把握
• 便毎の遅延状況、混雑(閑散)状況分析に活用



３ 人の動きに着目 ～ODデータ～
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精算
種別

営業所
コード

車両
コード

系統
コード

始発
時刻

乗車
日時

乗車
停留所

降車
日時

降車
停留所

何の券種か
(ex:通勤定期、現金)

どの路線か 何時の便か いつ、どこで乗って降りたか

▼データのかたち

乗降データ（OD）

• 乗降バス停・日時・券種等を把握

（個人を特定できないよう予め加工済）

• 一人平均の乗車距離や各停留所の利用者数等に活用



４ 従前の取組み①（人数の把握）
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【最大車内人数の把握】
➢ 「最大車内人数」をデータ化
→ヒートマップを作成
→青色が濃いほど車内人数が多い

【乗降者数の把握】
➢ 「乗車人数(黄色掛け)」と「降車人数
(緑掛け)」をデータ化
→色が濃いほど乗降者数が多い

車内が混雑している

降車が多い



５ 従前の取組み②（遅延状況の把握）
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【遅延状況の把握】
➢ 予定時刻と実際の運行状況との
差異を把握

➢ 5分以上の遅れは肌色で網掛け

➢ 10分以上の遅れは濃いオレンジ
で網掛け



６ 従前の取組み③（移動の方向と量を把握）
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中山方面
旭ヶ丘～南光台

茂庭台方面

八幡方面

八木山方面
若林・沖野方面

原町方面

医科薬科大・東北高校

地図データ：Google Maps



７ データ分析の可能性
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➢ 「人」に着目したビッグデータであるODの活用を拡充

➢ 券種やバス停間（区間）の利用状況を把握

【活用例】

・ 券種の分析により、路線・系統の特色を把握

・ 券種と停留所から、バスの利用目的を推量

・ 乗降バス停、乗降時間から輸送量の変化を分析



８ 国事業の活用
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地方における課題解決におけ
るデータ利活用支援事業

◆データ分析に精通した専門
家・事業者が伴走型支援

◆7月から支援開始予定

助言者

主人公分析基盤
◆継続的な有識者支
援による分析

◆データの収集・加工
を大幅に軽減

⇒交通局職員の育成

・技術継承に寄与

※ ビジネスにおける大量のデータを収集・分析するソフトウェ

ア（ビジネスインテリジェンスの略）

新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）

◆BIツール※を活用し、ビッグデータを可視化・分析

◆仙台市オープンデータとの連携（情報公開）



９ バスデータの可視化を通じて
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➢ 次期経営計画に路線再編に関する方針の策定を明記

➢ 当該方針は、次期「仙台市地域公共交通計画」に示される

本市の公共交通ネットワークとも整合

➢ 方針策定にあたっても、有識者の知見を活用

➢ 市民に伝わるオープンデータ化を推進

➢ 本市のＤＸ・ＥＢＰＭ※の推進に貢献

※Evidence Based Policy Making：証拠に基づく政策立案



１０ バスデータ以外の指標の活用
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人口データ（国勢調査メッシュ等）

•区間別のバス利用状況とのかけあわせ

•券種別のバス利用状況とのかけあわせ

施設データ（GIS<地理情報システム>等）

•系統・停留所の地理情報とのかけあわせ

•時間帯別のバス利用状況とのかけあわせ

地図データ：Google Maps



既設路線・系統・停留所の見直し

新たなニーズの掘り起こし

公益性・経済性・持続可能性の向上

11

１１ データ分析の先にあるもの




